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現在、「森理論」は代数幾何の分野の中で、基本的な道
具となり、数理物理などで宇宙の形を議論するときにも、
この理論が重要な働きをしています。

この理論を一般次元で構築することが出来そうな雰囲気に
なってきました。今はそれを完璧に遂行しようという動きが出て
いるとともに、一方で、できた部分で応用しようという動きが芽
生えています。

代数多様体から本質を抽出して、円すいと多
角すいを組み合わせた図形「曲線コーン」を作
り出し、その稜線（端射線）を調べることで図形
の性質を明らかにしようとする「森理論」を構築
し、これを用いて、 3次元でも極小モデルが存
在することを初めて証明したのは1988年のこと
でした。本研究では、より詳しい分類を3次元で
可能にする数学的な道具立てを構築しました。
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